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（１）課題先進国の我が国が世界に先駆けてイノベーションに挑戦 

（２）世界的に高まるイノベーションの潮流 

（３）研究開発成果を国際的な競争力強化・プレゼンス向上に繋げることが不十分 

（４）研究開発リニアモデルの限界と新たなイノベーション・モデルの必要性 
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（２）イノベーション・コンバージェンス：高い目標に向けて新規と既存の取組み・仕組みを融合 

（３）イノベーション・サイクル：シーズとマーケットニーズを 

                 合致させ産業化への方策と過程を循環 

（４）イノベーション・チェーン：複数の成果の相互作用でさらなる革新を連鎖 

 

 

提言３：イノベーションを加速するインフラの整備  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・８ 

（１）科学技術関係予算のＰＤＣＡサイクルの改善 

（２）各分野に共通する基盤的技術の継続的な研究開発 

（３）新たなサイエンスの推進 

（４）標準規格の国際化の戦略展開と知的財産制度の国際調和の推進 
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（１）トップの役割 

（２）バックキャスティングによる高い目標設定 

  ①高い目標は『低炭素化の技術と活用で世界一』 

  ②全ての人が「つかうひと」としてかかわる部門は業務と家庭 

  ③キーワードは『うまくつくり、うまくつかう』 

（３）産が学・官と連携するイノベーション志向経営（ＩＯＭ）の展開 

  ①イノベーション・コンバージェンス：既存のプロジェクト・新規プロジェクトを 

                  ネットワーク化し低炭素化研究開発の推進を 

  ②イノベーション・サイクル：炭素ニュートラルなエネルギーとＩＴの徹底活用を 

  ③イノベーション・チェーン：技術・産業・社会を変革し低炭素化で世界に貢献を 
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 具体事例：地球温暖化対策分野におけるイノベーション志向経営の展開 

       ―綺麗な地球・美しい地球のために『うまくつくり、うまくつかう』 




































